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研究の全体概要 

気候変動問題が顕在化し、脱炭素社会への移行に向けて全世界で再生可能エネルギーの活用が重要

課題とされており、水素を多く含み、貯蔵・運搬が容易なアンモニアがエネルギーキャリアの候補と目

されている。アンモニアを用いた火力発電はエネルギー変換効率が低く、有害ガス排出の危険性があ

ることから、申請者は燃料電池に着目した。本研究では、アンモニアから高効率で電気エネルギーを取

り出す Pt-Mo 系直接アンモニア燃料電池アノードの創製を目的としている。研究の前半では、薄膜モ

デル電極による Pt-Mo 系電極触媒のアンモニア酸化活性発現要因の全容解明を目指す。種々の組成の

Pt-Mo 合金を作製し、アンモニア酸化活性と物性の関係から、高活性電極触媒合成の指針を得る。Pt-

Mo系だけでなく、その他の合金系の可能性のついても検討する。後半では窒化物や酸化物、Mo以外の

金属の添加によって電極触媒を高活性化し、微粉末化によってさらに燃料電池システムにおける直接

アンモニア燃料電池出力特性を評価する。本研究の成果によって、アンモニアという形で送られた再

生可能エネルギーが様々な地域で使用可能となり、2050 年カーボンニュートラルに貢献すると期待さ

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


